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四国大学100周年記念事業

四国大学食堂改修 設計施工コンペティション 募集要項

四国大学では、学園創立100周年を記念して、食堂を利用者目線で支持されるよう、おしゃれな空

間にリノベーションします。

県内事業者によるコンペティションを実施し、企画提案を設計・施工一体方式により募集し、最優

秀者に対し改修提示額の範囲内で実施設計・工事施工を委託して食堂の改修につなげます。選考に際

しては、学生・教職員の利用者の声を反映します。

１．整備方針

１ 利用者が快適に利用できる食堂空間に整備

２ デジタル創生館基本設計の「キャンパス回遊路」構想を踏まえた外部空間の具現化

３ 持続可能な社会の実現に寄与し、ユニバーサルデザインに配慮

２．整備の条件

●延べ面積

食堂内対象面積 約930㎡程度（第一、第二、第三エリア）

屋外対象面積 約900㎡程度（食堂入口左右）

●座席数

現在560席（第一、第二、第三エリア）

改修後は屋内で-5％程度は許容 （少なくとも屋内・屋外をあせて560席以上は確保）

●計画敷地

別図のとおり

●運営主体

学校法人四国大学

●概算事業費（★印、設計・施工、税込み） 77,000千円

★①食堂の床、壁、天井の内装 （内訳：50,000千円程度）

★②屋外ガーデンテラス （内訳：20,000千円程度）

★③食堂の照明改修（ＬＥＤ化） （内訳： 7,000千円程度）

④什器類の更新提案

※少なくとも、現在第三エリアにある机、椅子は屋内で再利用のこと

・なお、別途工事として、完了時期を合わせ、厨房の照明改修（ＬＥＤ化）、厨房の設備改修、

大学会館全体の空調改修を四国大学施設課で実施

【屋内】

①食堂の床、壁、天井の内装工事及び照明改修（ＬＥＤ化）、及び什器類の更新提案

※同時期に、全体の空調改修、厨房の照明改修（ＬＥＤ化）・設備改修を行う

②３エリアに細分できるが、それぞれ使用上の特性を踏まえ、設計意図に反映すること

③エントランス部分及び入口内のホール丸柱・天井部分は基本的に現状を活用する

【屋外】

①外部左右両サイドにガーデンテラス等の設置 （現在のモニュメントやベンチ、植栽は存置）

※デジタル創生学部基本設計で提案のある「キャンパス回遊路」構想のルート上を踏まえる

②キッチンカーや学祭時のイベントなども意識した提案
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３．スケジュール（予定）

（令和 7年度）

令和 7年11月 4日 (火) ・四国大学創立100周年

令和 7年11月28日（金） ・ホームページ等で食堂改修について公募の公表

令和 7年12月 9日（火）～12日（金） ・参加表明書（様式１）の提出（持参）

令和 8年 1月29日（木） ・一次審査応募書（様式２、３、４）の提出（メール）

令和 8年 2月 中旬 ・一次審査：書面審査（非公開）

令和 8年 2月 下旬 ・一次審査の結果公表

令和 8年 3月 上旬 ・仕様書公表（一次審査の提案を踏まえ）

令和 8年 3月 中旬 ・質問書（様式５）提出、回答（メール）

（令和 8年度）

令和 8年 5月 中旬 ・二次審査提案書（様式６、７）の提出（持参）

～ ・提案書作成費交付の手続き

・二次審査：プレゼンテーション（公開）

令和 8年 5月 下旬 ・二次審査の結果公表

令和 8年 6月 頃 ・契約（設計・施工共同体）

以降 ・実施設計

令和 8年12月 頃 ・改修最終案の決定

令和 9年 2月 ～（春休み） ・改修

令和 9年 3月 末 ・竣工

※詳細は、段階ごとに四国大学ホームページで公表します。

４．応募資格

・設計、施工でコンソーシアムを形成し応募してください。

・設計は複数の建築事務所でコンソーシアムを形成することは可能です。

・施工者が建築士事務所登録を行っている場合も設計者として応募可能であり、その場合は、設計、

施工は別法人と見なし、コンソーシアムとして認めます。

・設計、施工とも、同一事務所・法人等が複数のコンソーシアムに参加することはできません。

・設計または施工の担当者のうち、少なくとも１名は一級建築士が参加してください。

【設計】

○県内に主たる事業所を置く一級・二級建築士事務所（法人・個人を問わない）

【施工】

○県内に主たる事業所を置く建設業の許可を受けている者

一級建築士、二級建築士若しくは一級建築施工管理技士のいずれかが１名以上

※照明改修の工事業者については選定後の決定で可

５．提出物

一次審査、二次審査とも、ホームページから所定の様式をダウンロードし作成してください。

【一次審査】

１ 参加表明書 Ａ４ （受付後、受付印と受付番号を記載してコピーを返却） （様式１）

【提出部数 紙媒体で１部提出（持参）】

２ 一次審査応募書 Ａ４ （カガミ文書） （様式２）

３ 主要業務実績（設計者・施工者） Ａ４ （様式３）

４ 食堂改修計画方針 Ａ４ （様式４）

【２～４の提出部数 ＰＤＦで１部提出（メール）】
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【質問書】

質問書 Ａ４ （様式５）

【二次審査】

１ 二次審査提案書 Ａ４ （カガミ文書） （様式６）

２ デザイン提案書 Ａ３ヨコ仕様で２枚に表現 （様式７）

・「提案タイトル」及び右肩に 受付番号－頁番号 を記載のこと。

・大学食堂の改修計画（内部及びガーデンテラス）について、①設計コンセプト、②平面図、

③イメージパース、④事業費総額、⑤予定概略工期等について自由に表現してください。

・応募者の設計実績や類似物件のデザイン実績などの記載も自由です。

・ＱＲコードから動画への導入も可です。ただし、動画の所在については応募者の責任において

可視化や動作確認を含め対応してください。

・フォントの大きさや書体の指定はありませんが、誰もが見やすい表現を心がけてください。

【提出部数】

・紙媒体：Ａ３ヨコ仕様で１部

・貼りパネ：Ａ２タテ仕様（Ａ３ヨコ提出物２枚を上下に貼ったもの、厚さ５mm程度）２部

・デザイン提案書のＰＤＦデータ（メール送信で可）

※画質は、Ａ３サイズ１枚で５ＭＢ程度までとしてください。

６．審査方法

【一次審査】

●一次審査委員会

・審査委員長 山本 光憲 （学校法人四国大学副理事長）

・審査委員は、学識経験者や大学関係者で構成し、事前にホームページで公表します。

●審査方法等

・書類審査で実施します。

・審査は非公開です。

・応募数にもよりますが、７点程度を選出します。

・審査結果は、決定後発表者にメールで通知すると共に、後日結果を公表します。

【二次審査】

●二次審査委員会

・審査委員長 古谷 誠章 氏 （（公社）日本建築士会連合会会長）（NASCA）

●古谷誠章（ふるや のぶあき）氏

1955年東京都生まれ。早稲田大学栄誉フェロー。

2024年6月より公益社団法人日本建築士会連合会第12代会長。

早稲田大学理工学部建築学科卒業後，同大学大学院博士前期課程修了。

1986年より近畿大学工学部講師、また文化庁芸術家在外研修員として

スイスの建築家マリオ・ボッタ事務所に在籍。1994年早稲田大学理工

学部助教授、八木佐千子氏と共同してNASCAを設立。1997年同教授。

吉岡賞(1991)を始め、JIA新人賞(1999)、日本建築学会賞作品賞(2007)、

日本芸術院賞(2011)、日本建築大賞(2014)など多数受賞。

徳島での作品は、近藤内科病院（徳島市西新浜町）、阿波銀リース本社

ビル（徳島市かちどき橋）、阿波銀行藍住支店（藍住町）など。

現在、moon at.+NASCA設計共同体として、四国大学デジタル創生館＋

アリーナの設計監理をプロポーザルにより選任され実施中。

・審査委員は、学識経験者や大学関係者で構成し、事前にホームページで公表します。
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●審査方法等

・二次審査は、発表者からのプレゼンテーション及びヒアリング質疑で実施します。

・審査は公開で行います。

・審査結果は、後日講評と共に結果をホームページで公表します。

・最優秀賞受賞者は、設計・施工の委託先として選定します。

・選定に際しては、実施設計に向け条件を付する場合があります。

７．留意点

・提出内容に虚偽の記載がある場合、提案内容に不都合が発覚した場合等においては、入賞を取り

消すことがあり、その場合は、次点者が委託先候補となります。

・提出された図書等は返却いたしません。

・提出者及び提出された内容は、公平性、透明性、客観性を期するため公表することがあります。

・完成した建築物等の著作物としての権利、設計図書等の版権は学校法人四国大学に帰属します。

なお、受賞者は、提案者としてその内容を公表・公開する権利を有します。

・提案書作成のため受け取った資料は、発注者の了解無く公表・使用することはできません。

・二次審査提出者に対しては、提出後に提案書作成費（＠10万円）を交付します。

８．賞

・最優秀賞 １点、優秀賞（金賞・次点者）１点、優秀賞（銀賞）１点、及び特別賞 適宜

・特別賞は、学生・教職員の投票結果をふまえ設ける場合があります。

９．応募・事務局等

●参加表明書の受付

令和７年１２月９日（火）１０時受付開始 １２月１２日（金）１７時受付締切

・参加表明書（様式１）を持参により提出してください。

・その場で受付印を押印、受付番号を記載し、写しを交付します。

・次回以降、必要な事務連絡は届け出のメールアドレスにより行います。

●事務局（応募先・お問い合わせ先）

四国大学施設課 （本館１階）

〒771-1192 徳島市応神町古川字戎子野123-1

TEL.088-665-9903／FAX.088-665-9994

E-mail:shisetsu@shikoku-u.ac.jp

●現地見学等

・敷地の見学については、ご自由に行ってください。

・自動車でのキャンパス入校は、南側吉野川堤防から正門にお越しいただき、正門で守衛に「施設

課用務で食堂見学」と申し出て、駐車場については指示に従ってください。

・令和7年12月から「デジタル創生館等新築工事」が開始され、駐車場が限られています。各チー

ムのご来場はできるだけ乗り合わせて１台でお越しください。

●質問書 （様式５）

・質問書提出及び回答の時間を取っています。その際は様式をホームページからダウンロードして

エクセルでご提出ください。回答は、全ての質問を受付番号により整理し、メールにて一次審査

通過者全員に行います。

●主催

学校法人四国大学

●後援

公益社団法人徳島県建築士会


